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明星小学校の放課後児童クラブ（関連記事７ページ）
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イオン明和ショッピングセンターで開かれ

た第７回ざいしょ市の会場で、３月17日、

我が家の漬物自慢コンテストが開催されまし

た。

明和町特産品振興連絡協議会が企画したこ

の催しは、各家庭の手作りの漬物を募集、

40人が出品しました。コンテストでは、約

30人の審査員が試食し、おいしいと思う漬

物に投票しました。最優秀賞は北山ひさ子さん

（山大淀）の粕漬けキュウリが受賞。審査の終

わった漬物は来場者に振る舞われました。

漬物自慢コンテスト

３月16日、大淀小学校の卒業式の日、給

食を親子で食べる謝恩会が開かれました。こ

の謝恩会は、給食費の未払い問題などが社会

的に注目を集める中、６年間お世話になった

給食に感謝しようと、卒業生のＰＴＡ学級会

が企画したものです。午前中の卒業式が終わ

った講堂で、保護者と児童が協力して会場を

準備しました。

保護者にとっては約20年ぶりの給食。懐

しい味を楽しみながら、成長した子どもと交

流したひとときになりました。

最後の給食で謝恩会

第１回と
く

しん漁師
祭り

が、３月
24日、

大字中村
のブ

ライトガ
ーデ

ン明和特
設会

場で開催
され

ました。

この祭り
は、

町特産品
振興

連絡協議
会（小林

邦久会長
）が主催

。町の海
の特産品

として、

魚介類を
広く町内

外の皆さ
んに紹介

すること
を目的に

行われ

たもので
す。

会場では
、町の大

淀港で水
揚げされ

た魚介類
の即売会

をは

じめ、体
験競り市

やヒラメ
の引っ掛

け釣り販
売など、

家族連

れで楽し
める多彩

なイベン
トが行わ

れました
。売り切

れの商

品も続出
するなど

、大変な
盛況ぶり

でした。

盛況！と
くしん漁

師祭り
3
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４月３日
、済生会

明和病院
で、同病

院の敷

地内の桜
を楽しむ

お花見会
が開かれ

ました。

入院患者
の皆さん

に元気な
ってもら

おう

と、松阪
地区広域

消防組合
音楽隊を

招いて毎

年開催さ
れ、今年

で９年目
を迎えま

す。

この日は
、入院患

者の皆さ
んなど約

200人

が参加し
、音楽隊

の演奏と
共に見ご

ろを迎え

た桜を楽
しみまし

た。

済生会明
和病院で

はこのお
花見会の

ほか、

夏には地
域の皆さ

んと交流
を図る夏

祭りなど

季節に合
わせた催

しを行っ
ています

。

明和病院
でお花見

会

松阪地区広域消防組合明和消防署で４月８

日、町消防団の新入団員訓練が行われました。

今年の新入団員は33人。辞令交付式に続

いて、署長からの消防団員の心構えや火災の

基礎知識等に関する講話、屋外では消防団幹

部の指導の下、礼式訓練や消防ホース等の器

具の取り扱いを学びました。

現在、町消防団の総員は212人。地域の安

全と安心を守る重要な役割に、新入団員は真

剣に訓練に取り組んでいました。

消防団の新入団員訓練

４月４日、町内３つの各保育所で入園式が

行われました。

この日、ささふえ保育所では、新入児33

人・進級児102人の計135人が入園しました。

式では、進級児たちが「ちゅうりっぷ」の

歌などを合唱。新入児たちは、元気いっぱい

の歌声に迎えられました。

ちなみに、この春に町内の保育所などに入

園・入学した乳・幼児、児童、生徒の数は、

保育所421人、幼稚園105人、小学校242人、

中学校214人となっています。

ささふえ保育所で入園式

趣味で作った作品を家族以外の人にも楽し

んでもらおうと、３月17日、明和団地自治

会の老人会「みのり会」が主催した趣味の作

品展が、同自治会集会所で開かれました。

作品展には、小学生から老人会まで30人

が約150点の作品を出品。展示された作品を

お互いに批評し合うなど和やかな雰囲気の

中、ある人は「励みになる。次回の作品展に

むけて、また新たしい作品を手がけたい」と

話していました。

趣味の作品展

4
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第25回

斎王まつり斎王まつり
（（６月２日・３日６月２日・３日）

昨
年
の
斎
王
ま
つ
り
（
上
園
芝
生
広
場
）

悠かなる歴史の風　いま吹きわたる

６
月
２
・
３
日
の

両
日
に
開
催
さ
れ
る

第
25
回
斎
王
ま
つ
り

の
配
役
選
考
会
が
３

月
11
日
、
斎
宮
歴
史

博
物
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

90
人
の
応
募
者
の

中
か
ら
斎
王
役
に
選

ば
れ
た
の
は
、
明
和

町
上
野
の
安
田
有
希

さ
ん
。
ま
た
、
子
ど

も
斎
王
に
は
早
川
佳

那
さ
ん
（
斎
宮
小
５

年
・
選
考
時
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
配
役

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

女
別
当

太
和
田
陽
子
（
兵
庫

県
）

内
侍

長
谷
川
祥
子
（
奈
良

県
）
・
吉
岡
美
帆
子
（
玉
城

町
）
・
角
正
眞
朱
美
（
名
張

市
）
・
土
屋
瑞
穂
（
松
阪
市
）

命
婦

三

輪

晴

奈

（

桑

名

市

）

・

西

田

昌

代

（

東

京

都
）
・
鈴
木
智
恵
（
松
阪
市
）

高
倉
奈
央
（
大
台
町
）

采
女
　
小
坂
美
紀
子
（
鈴
鹿

市
）
・
曽
我
聡
子
（
津
市
）
・

潘
　
　
（
伊
勢
市
）

女
孺

稲
垣
晴
香
（
津
市
）
・

濱
田
ち
ぐ
さ
（
鈴
鹿
市
）
・
山

本
真
由
美
（
松
阪
市
）
・
喜
田

ふ
み
（
熊
野
市
）
・
東
浦
麻
里

子
（
松
阪
市
）
・
井
山
智
草

（
津
市
）
・
小
泉
里
紗
（
愛
知

県

）

・

堀

ゆ

か

り

（

大

阪

府
）
・
菊
本
有
希
（
津
市
）
・

村
林
佑
子
（
伊
賀
市
）
・
宮
木

見
袈
（
松
阪
市
）
・
須
崎
恵
実

（
多
気
町
）
・
池
山
貴
子
（
明
和

町
）
・
吉
岡
真
実
（
大
阪
府
）

舞
人

山
崎
真
実
（
津
市
）
・

山
田
琴
美
（
松
阪
市
）
・
小
川

あ
ゆ
み
（
津
市
）
・
伊
藤
恵
子

（
愛
知
県
）
・
別
當
聖
子
（
津
市
）

近
衛
使

遠
藤
照
幸
（
東
京
都
）

検
非
違
使

山
中
松
行
（
鈴
鹿

市
）
・
奥
田
守
四
郎
（
伊
勢
市
）

随
身

田
中
　
明
（
津
市
）

陪
従

小

原

　

毅

（

名

張

市
）
・
神
保
弘
志
（
千
葉
県
）

風

流

傘

辻

　

泰

（

鈴

鹿

市

）

・

中

村

勇

夫

（

鳥

羽

市

）

・

岡

森

義

貴

（

名

張

市
）
・
大
谷
　
厳
（
津
市
）

與
丁

田
川
　
修
（
津
市
）
・

中
村
　
篤
（
四
日
市
市
）
・
鈴

木
直
孝
（
四
日
市
市
）
・
奥
田

勲
（
四
日
市
市
）

斎斎
王王
まま
つつ
りり
のの
配配
役役
がが
決決
定定

斎斎
王王
にに
明明
和和
町町
上上
野野
のの
安安
田田
有有
希希
ささ
んん

子子
どど
もも
斎斎
王王
はは
早早
川川
佳佳
那那
ささ
んん
（（
斎斎
宮宮
））

斎王役の引き継ぎを終えた新旧斎王と今年の出演者のみなさん

【
斎
王
群
行
】

●
と
き
・
と
こ
ろ

午
後
１
時
〜

３
時
　
上
園
芝
生
公
園
〜
斎
宮

歴
史
博
物
館
（
雨
天
中
止
）

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
斎
王
市
】

●
と
き
・
と
こ
ろ

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
斎
宮
歴
史
博
物
館

会
場

※
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員
会

（
TEL
52-

０
０
５
４
）
へ
。

３
日
（日）

【
斎
王
禊
（
み
そ
ぎ
）
の
儀
】

●
と
き
・
と
こ
ろ

午
後
１
時
〜

３
時
　
大
淀
漁
港
前
「
業
平
公

園
」（
雨
天
中
止
）

【
前
夜
祭
】

●
と
き
・
と
こ
ろ

午
後
５
時
〜

９
時
　
斎
宮
歴
史
博
物
館
ふ
る

さ
と
広
場
公
園
（
雨
天
＝
総
合

体
育
館
）

●
内
容

マ
ジ
ス
タ
（
中
村
将
也

さ
ん
ほ
か
）、
コ
ウ
シ
（
下
村
興

史
さ
ん
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

※
中
村
さ
ん
・
下
村
さ
ん
は
明
和

町
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
す
。

２
日
（土）

第
25
回
斎
王
ま
つ
り
（
斎
王
ま

つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
６

月
２
・
３
日
の
両
日
、
斎
宮
歴
史

博
物
館
周
辺
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



■
人
権
セ
ン
タ
ー
の
講
座

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
、

手
作
り
教
室
や
体
験
教
室
な
ど

の
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
講
座
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

４
月
　
お
菓
子
作
り
教
室

５
月
　
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

６
月
　
伊
勢
型
紙
教
室

７
月
　
陶
芸
教
室

お
菓
子
作
り
教
室

８
月
　
点
字
体
験
教
室

京
都
人
権
歴
史
紀
行

（
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
）

９
月
　
料
理
教
室

10
月
　
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

11
月
　
伊
勢
型
紙
教
室

12
月
　
お
菓
子
作
り
教
室

料
理
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

１
月
　
和
菓
子
作
り
教
室

２
月
　
和
菓
子
作
り
教
室

３
月
　
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

料
理
教
室

こ
の
ほ
か
、「
連
続
人
権
講
座
」

を
年
３
回
開
講
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
サ
ー
ク
ル
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

太
極
拳
サ
ー
ク
ル
　
　
月
２
回

着
付
け
サ
ー
ク
ル
　
　
月
１
回

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
　
　
週
４
回

コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
　
　
月
２
回

■
人
権
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

地
域
交
流
の
場
と
し
て
、
人

権
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て
人

権
セ
ン
タ
ー
に
集
う
イ
ベ
ン
ト

を
年
２
回
、
次
の
と
お
り
開
催

し
て
い
ま
す
。

７
月
　
夕
涼
み
会

10
月
　
交
流
祭

■
人
権
セ
ン
タ
ー
の
日
常
業
務

生
活
相
談
員
が
、
各
種
機
関

と
連
携
し
て
、
生
活
相
談
・
就

職
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

健
康
管
理
室
に
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
な
ど
健
康
器
具

が
備
え
て
あ
り
、
開
館
時
間
内

は
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
貸
し
館
業
務
（
有
料
）

も
行
っ
て
お
り
、
各
部
屋
の
利

用
が
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
TEL
55-

３
０
５
２
）
へ
。

5

人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

【楽しい手作り教室】

●ふれあいツアーで陶芸体験

水郷の町、近江八幡を訪ね、瓦土を利用

した陶芸を体験して、歴史の町を自由に散

策します。

■とき ５月29日（火） 出発＝午前７時30

分　帰着＝午後７時予定

■行き先 かわらミュージアム（滋賀県近江

八幡市多賀町）

■対象者 20歳以上の町内在住者

■定員 40人（先着順）

■参加費 3,000円（入館料・陶芸体験料

1,000円を含みます。昼食は現地で自由昼

食となります）

■申し込み ５月14日（月）～18日（金） 午

前９時～午後５時までに人権センターへ

（電話申し込み可）

今月のひとまちふれあい企画

かわら風に焼き上がった作品例

人人
権権
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
活活
動動
をを
紹紹
介介

人
権
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
社
会
の
福
祉
向
上
や
、
人
権
啓
発
、
住
民
交
流
の
拠
点
と
な
る
開
か
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
。
土
・
日
祝
日
は
午
後
９
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

昨年度の交流祭の様子
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■
本
庁
職
員

●
副
町
長

明
石
典
男
（
三
重
県
）

●
会
計
管
理
者

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

橘
　
佳
久
（
出
納
室
長
）

●
課
長

町
民
課
長
　
中
谷
英
樹
（
産

業
課
主
幹
兼
農
政
係
長
）
、
産
業

課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

浜
口
行
生
（
産
業
課
長
）
、
上
下

水
道
課
長
　
石
田
茂
樹
（
学
校

教
育
課
主
幹
兼
学
校
教
育
係

長
）
、
行
財
政
改
革
推
進
室
長

北
岡
和
成
（
行
財
政
改
革
推
進

室
主
幹
兼
行
財
政
改
革
推
進
係

長
）
、
学
校
教
育
課
長
　
小
池
弘

紀
（
産
業
課
主
幹
兼
基
盤
整
備

係
長
）
、
生
涯
学
習
課
長
兼
総
合

体
育
館
館
長
　
樋
口
昌
弘
（
生

涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
館

長
兼
ふ
る
さ
と
会
館
館
長
）
、
議

会
事
務
局
長
兼
庶
務
議
事
係
長

兼
調
査
係
長
　
高
森
登
美
男

（
議
会
事
務
局
長
）

●
係
長

総
務
課
防
災
防
犯
係
長
　
吉

川
伸
幸
（
町
民
課
保
険
年
金
係
）、

企
画
課
主
幹
兼
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
長
　
中
瀬
行
久
（
上
下
水

道
課
主
幹
兼
下
水
道
業
務
係

長
）
、
企
画
課
主
幹
兼
企
業
誘
致

係
長
　
西
田
一
成
（
建
設
課
主

幹
兼
管
理
第
一
係
長
）
、
税
務
課

主
幹
兼
庶
務
管
理
係
長
　
大
西

孝
明
（
議
会
事
務
局
主
幹
兼
庶

務
議
事
係
長
兼
調
査
係
長
）
、
町

民
課
主
幹
兼
広
報
対
話
係
長

松
本
雅
之
（
企
画
課
主
幹
兼
企

業
誘
致
係
長
）
、
環
境
課
生
活
環

境
係
長
　
世
古
口
哲
哉
（
福
祉

課
福
祉
係
）
、
産
業
課
主
幹
兼
農

政
係
長
　
竹
内
　
隆
（
生
涯
学

習
課
主
幹
兼
体
育
係
長
兼
総
合

体
育
館
館
長
）
、
産
業
課
主
幹
兼

基
盤
整
備
係
長
　
三
上
光
典

（
建
設
課
主
幹
兼
工
務
係
長
）
、

建
設
課
主
幹
兼
管
理
第
一
係
長

潮
谷
　
剛
（
総
務
課
主
幹
兼
防

災
防
犯
係
長
）
、
建
設
課
主
幹
兼

維
持
係
長
兼
工
務
係
長
　
松
本

忍
（
建
設
課
主
幹
兼
維
持
係
長
）、

上
下
水
道
課
主
幹
兼
下
水
道
業

務
係
長
　
石
田
勝
也
（
環
境
課

主
幹
兼
生
活
環
境
係
長
）
、
行
財

政
改
革
推
進
室
主
幹
兼
行
財
政

改
革
推
進
係
長
　
乾
　
恵
子

（
税
務
課
主
幹
兼
庶
務
管
理
係

長
）
、
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

長
　
田
中
純
子
（
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係
）
、
学
校
教
育
課
主

幹
兼
教
育
支
援
係
長
　
田
所
伸

久
（
三
重
県
教
育
委
員
会
）
、
生

涯
学
習
課
主
幹
兼
生
涯
学
習
係

長
兼
中
央
公
民
館
係
長
　
加
藤

伸
幸
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
生

涯
学
習
係
長
）
、
生
涯
学
習
課
主

幹
兼
体
育
係
長
兼
ふ
る
さ
と
会

館
係
長
　
寺
前
み
つ
代
（
生
涯

学
習
課
主
幹
兼
ふ
る
さ
と
会
館

係
長
）

●
係総

務
課
　
中
西
　
渉
（
新
規

採
用
）
、
企
画
課
　
肥
留
間
誠

（
松
阪
飯
多
農
業
共
済
事
務
組

合
）
、
税
務
課
　
中
瀬
裕
子
（
産

業
課
）
、
町
民
課
　
畑
　
弘
人

（
環
境
課
）
、
町
民
課
　
西
　
重

人
（
福
祉
課
）
、
福
祉
課
　
東
谷

貴
文
（
新
規
採
用
）
、
上
下
水
道

課
　
森
下
　
純
（
斎
宮
跡
課
）
、

斎
宮
跡
課
　
三
橋
良
生
（
企
画

課
）
、
学
校
教
育
課
　
中
瀬
弘
雅

（
新
規
採
用
）

●
派
遣
職
員

松
阪
飯
多
農
業
共
済
事
務
組

合
　
豊
田
真
一
（
税
務
課
）
、
三

重
県
地
方
税
管
理
回
収
機
構

奥
田
昌
宏
（
上
下
水
道
課
）

■
中
学
校
・
小
学
校
・
幼
稚
園

●
教
諭

斎
宮
幼
稚
園
　
野
呂
有
佳
里

（
新
規
採
用
）
、
曙
幼
稚
園
　
田

端
千
咲
（
新
規
採
用
）

●
調
理
員

修
正
小
学
校
　
樋
口
明
美

（
明
星
小
学
校
）

■
保
育
所

●
保
育
士

み
ど
り
保
育
所
　
蔭
山
静
香

（
新
規
採
用
）

■
退
職
者

３
月
31
日
付
で
、
次
の
職
員

が
退
職
し
ま
し
た
。

鈴
木
貞
夫
さ
ん
（
町
民
課
長
）、

藤
林
英
生
さ
ん
（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）
、
津
田
　
隆
さ
ん

（
学
校
教
育
課
長
）
、
山
本
光
也

さ
ん
（
上
下
水
道
課
長
）
、
北
出

和
美
さ
ん
（
町
民
課
主
幹
兼
広

報
対
話
係
長
）
、
下
村
好
正
さ
ん

（
町
民
課
主
幹
）
、
泉
　
智
子
さ

ん
（
斎
宮
幼
稚
園
教
諭
）
、
中
瀬

鈴
子
さ
ん
（
修
正
小
学
校
調
理

員
）

町
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
　
（

）
内
は
前
任

明石副町長が就任

４月１日付けで、町の副

町長に明石典男さん（48

歳・多気町土羽）が就任し

ました。

これは、第１回町議会定

例会において、地方自治法

の改正に伴い、新しく副町

長として選任同意されたも

のです。

明石副町長は、昭和57年に三重県に入庁後、地域

振興課・商工振興課・健康対策課などを経験し、昨

年度は教育委員会事務局教育改革室副室長として、

組織運営・教育改革の場で活躍していました。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
低
学

年
児
童
な
ど
に
適
切
な
遊
び
と
生

活
の
場
を
提
供
し
、
放
課
後
児
童

の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
17
年
度
末

を
も
っ
て
、
町
内
６
つ
の
小
学
校

す
べ
て
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

各
小
学
校
区
の
う
ち
、
明
星
小

学
校
区
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

町
が
「
明
星
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

保
護
者
会
」
に
、
ク
ラ
ブ
運
営
を

委
託
し
て
き
ま
し
た
。

同
保
護
者
会
の
運
営
方
法
が
評

価
さ
れ
る
な
か
、
よ
り
柔
軟
な
運

営
と
事
務
の
一
元
化
を
図
る
た

め
、
平
成
19
年
度
は
、
町
内
す
べ

て
の
小
学
校
区
の
ク
ラ
ブ
運
営
を

委
託
し
て
い
ま
す
。

一
つ
の
小
学
校
区
の
保
護
者
会

が
、
複
数
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

特
に
町
内
す
べ
て
の
小
学
校
区
の

運
営
を
一
括
し
て
受
託
す
る
こ
と

は
、
県
下
で
も
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
今
後
の
「
協
力
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
、
大
き

く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
11
日
に
訪
問
し
た
明
星
小

放課後児童クラブ

町内各小学校区の運営を

明星の保護者会に委託

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
を
募
集

町
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
指
導
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
勤
務
先

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

児
童
室

■
時
間

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
〜
６
時

■
応
募
資
格

児
童
の
健
全
育
成

に
情
熱
が
あ
り
、
通
勤
可
能
な

人
■
応
募
方
法

履
歴
書
を
福
祉
課

へ
提
出

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（

TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

＝写真上段左から＝
中瀬弘雅（学校教育課）、東谷貴文（福祉課）、
中西　渉（総務課）
＝写真下段左から＝
野呂有佳里（斎宮幼稚園）、蔭山静香（みどり保育所）、
田端千咲（曙幼稚園）

新
規
採
用
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

明星小学校の放課後児童クラブ風景

会
の
中
で
、
犯
罪
を
犯
し
た
人

の
社
会
復
帰
援
助
な
ど
、
更
生

保
護
行
政
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
研
修
会
に
は
、
多

気
郡
管
内
の
保
護
司
23
人
が
参

加
。
津
保
護
観
察
所
保
護
観
察

官
の
堀
田
　
輝
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
性
犯
罪
者
の
処
遇
に
つ

い
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
26
日
、
町
中
央
公
民
館
で
、

多
気
郡
保
護
司
会
の
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
社

多
気
郡
保
護
司
会
の

研
修
会

管
内
か
ら
23
人
が
参
加

学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

は
、
28
人
の
児
童
が
入
会
。
指
導

員
の
も
と
、
各
児
童
が
本
読
み
や

ビ
デ
オ
鑑
賞
を
し
て
い
ま
し
た
。

明星小学校の放課後児童クラブ風景

保護司会の研修会
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シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

目
指
せ
無
事
故
・
無
違
反
！
行
こ
う
海
外
旅
行
！

〜
「
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」
参
加
者
募
集
〜

１
２
３
日
間
（
７
月
１
日
〜
10
月
31
日
）
の
無
事
故
・
無
違
反

を
達
成
し
て
、
海
外
旅
行
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
転
免
許
を

取
得
し
て
い
る
５
人
１
チ
ー
ム
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

達
成
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

特
賞
　
50
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
　
１
チ
ー
ム

１
等
　
25
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
　
２
チ
ー
ム

２
等
　
５
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
　
10
チ
ー
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

１
万
５
千
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
　
30
チ
ー
ム
程

ま
た
、
65
歳
以
上
の
５
人
１
チ
ー
ム
の
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム
も
募

集
し
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム
は
前
記
の
共
通
賞
品
と
は
別
に
、
さ
ら

に
１
チ
ー
ム
に
シ
ル
バ
ー
賞
（
10
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

が
当
た
り
ま
す
。（
共
通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ
り
ま
せ
ん
）

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

５
月
７
日

（月）
〜
６
月
29
日

（金）

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
千
円
（
１
人
千
円
）

■
チ
ラ
シ
・
申
込
書
配
布
場
所

市
役
所
・
町
役
場
総
務
課
、
各

県
民
セ
ン
タ
ー
、
三
重
県
庁
８
階
交
通
安
全
室
な
ど
（
５
月
７

日
か
ら
配
布
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
生
活
部
交
通
安
全
室
（

TEL
０
５
９
―
２
２

４
―
２
４
１
０
）
へ
。

家の庭や空地などで、ゴミなどをそのまま燃やした

り、地面に直接穴を掘って燃やしたり、ドラム缶やブ

ロックで囲んだだけの施設、また、設備が不十分な焼

却炉（注）で燃やしたりすることを、野外焼却（いわ

ゆる「野焼き」）といい、次の例外を除き法律で禁止さ

れています。違反すると、懲役５年以下または1,000万

円以下の罰金またはその併科に処せられます（廃棄物

の処理及び清掃に関する法律）。

※（注）焼却炉で焼却する場合は、法令に基づく届け

出が必要です。

【野焼き禁止の例外となる焼却行為とは】

①国または地方公共団体が、その施設の管理を行うた

めに必要な廃棄物の焼却

（例）管理者が管理のために行う河川敷の草焼きなど

②震災・風災害・火災・凍霜害・そのほかの災害の予

防、応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼

却

（例）災害時での木くずなどの焼却など

③風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な

廃棄物の焼却

（例）しめ縄・門松などを焼くどんど焼きなどの年中

行事、卒塔婆などの供養のための焼却

④農業・林業または漁業を営むために、やむを得ない

ものとして行われる廃棄物の焼却

（例）あぜ草・稲わら・つる・枝・魚網にかかったご

みなどの焼却

⑤たき火そのほか日常生

活を営むために、通常

行われる廃棄物の焼却

であって軽微なもの

（例）落ち葉たき、暖を

とるためのたき火、キ

ャンプファイアーなど

※前記の事例の場合でも、

生活環境上支障を与えた

り、迷惑となる行為については、行政指導の対象とな

ります。また、前記焼却の際は、ビニール・プラスチ

ック類が絶対に混ざらないように注意してください。

野焼きは法律で禁止されています
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広報めいわ　広報めいわ　2007年５月号年５月号 広報めいわ　2007年５月号 

第
16
回
統
一
地
方
選
挙
の
三

重
県
知
事
選
挙
の
投
票
は
４
月

８
日
、
町
内
14
投
票
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
三
重
県

知
事
に
野
呂
昭
彦
氏
（
60
歳
・

無
現
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

町
の
投
票
率
は
45
・
26
％
で
、

開
票
結
果
・
候
補
者
別
の
得
票

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
開
票
結
果

▽
当
日
有
権
者
数

１
万
８
５
６
３
人

▽
投
票
者
数
　
　
８
４
０
１
人

▽
投
票
率
　
　
　
45
・
26
％

◎
候
補
者
別
の
得
票

（
敬
称
略
）

▽
野
呂
昭
彦
　
　
７
４
４
０
票

▽
つ
じ
い
良
和
　
　
８
７
１
票

県
議
の
多
気
郡
選
挙
区
で

西
場
・
大
野
の
両
氏
が
当
選

三
重
県
議
会
議
員
選
挙
は
３

月
30
日
に
告
示
さ
れ
、
同
日
立

候
補
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
ま

し
た
。

明
和
町
を
含
む
多
気
郡
選
挙

区
で
は
、
立
候
補
者
が
定
数
２

名
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
無
投

票
と
な
り
、
次
の
方
々
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
西
場
信
行(

自
由
民
主
党
・
明

和
町)

▽
大
野
秀
郎
（
無
所
属
・
大
台
町
）

ご利用ください　行政相談

21日～27日は春の行政相談週間

４月１日付けで、明和町の行政相談

委員に、亀田律子さん（前野・

TEL55-2856）が総務大臣から委嘱さ
れました。

行政相談委員とは、総務大臣が委嘱

している民間有識者で、皆さんの身近

な相談相手です。行政の仕事について、

分からないことやお困りごとがある人

は、お気軽にご相談ください。

行政相談とは
行政相談とは、国・県・町やＮＴＴ

などの特殊法人などの仕事について、

皆さんから苦情や意見・要望をお聞き

し、その解決の推進を図る制度です。

総務省では、行政相談制度を皆さん

に広く知っていただき、ご利用いただ

くために、５月21日（月）から27日
（日）までの一週間を「春の行政相談
週間」として、全国的にさまざまな行

事を行います。

町では、次のとおり行政相談所を開

きます。

相談は無料で、相談者の秘密は固く

守られます。行政の仕事について、分

からないことやお困りごとがある人

は、お気軽にご相談ください。

三

重

県

知

事

選

挙

町
の
投
票
率
は
45
・
26
％時間 

9:30～12:00

10:00～12:00

開催日 

21日(月)

5月７日(月)

22日(火)

25日(金)

場所 

大淀会館 

保健福祉センター 

ふれあい会館 

 

行政相談の日程 

 

みいと会館 

町
の
行
政
相
談
委
員
に

亀
田
さ
ん

新しい農業委員が決まりました
農地や農業のことなどは、お近くの農業委員にご相談を

■会長 南野　光輝

■会長職務代理者 瀬田　明

■大淀地区

田端保正　　東区　　55-2177
中村　勉　　西区１　55-2054
辻　勝久　　西区１　55-3638

■上御糸地区

今西幸由　　坂本　　52-3286
三谷久雄　　相野　　52-1322
辻井成人　　南野　　52-2240
西村直克　　西行部　55-2298

■下御糸地区

北川正幸　　中村　　55-2654
福井　実　　志貴　　55-2178
南出雅史　　内座　　55-3161
鳥井宗幸　　浜田　　55-2343

（敬称略）

■斎宮地区

小林健治　　麻生　　52-5640
清水正雄　　金剛坂　52-2758
大西利男　　牛葉　　52-2059
木村敬紀　　勝見　　52-0811
伊串金市　　北野　　52-5111

■明星地区

福谷和之　　上野　　52-2395
中村　昭　　明星　　52-1174
松本　章　　新茶屋　52-1180
瀬田　明　　有爾中　52-5052

■選任委員

須賀三次　　根倉　　55-2837
南野光輝　　南野　　52-7337
橋爪小やす　東区　　55-3460
阪井勇男　　北野　　52-5321
大西よし　　勝見　　52-5476

※詳しくは、農業委員会事務局

（TEL52-7149）へ。
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されたことのない人）

●内容 ベビーマッサージや赤ち

ゃんの遊ばせ方、楽しむ育児に

ついてなど

●講師 チャイルドボディワーク

セラピスト　中村幸美さん（助

産師）

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時50分まで

（11時30分終了予定）

●持ち物 母子健康手帳・バスタ

オル１枚（必要な人はお茶・果

汁･ミルクなど）

●申し込み 定員15人になり次第

締め切り。前日までに保健福祉

センターへ

３歳未満の乳幼児

４月から

児童手当制度が拡充

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

４
月
１
日
か
ら
、
３
歳
未
満
の

乳
幼
児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童

手
当
の
額
が
、
第
１
子
と
第
２
子

に
つ
い
て
倍
増
し
、
出
生
順
位
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
律
で
月
額
１
万

円
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
手
当

の
額
、
支
給
対
象
年
齢
、
所
得
制

限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
制
度
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
回
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
既
に
児
童
手
当
を
受
給
中
の

人
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
手
続
き

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
（

TEL
52-

７
１
１
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住民検診のお知らせ

５月28日（月）～６月１日（金）
※対象者は65歳以上の人で、各個人

あてに通知します。

※詳しくは、保健福祉センター

（TEL52-7127）へ。

４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
70
歳
未
満
の
人

が
、
医
療
機
関
に
入
院
し
多
額
の

医
療
費
が
か
か
っ
た
場
合
、
窓
口

で
の
支
払
い
が
「
高
額
療
養
費
制

度
」
で
定
め
る
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
で
済
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
70
歳
以
上
の
人

の
場
合
は
、
同
様
の
制
度
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
70
歳
未

満
の
人
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
、

制
度
が
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
民
課
の

窓
口
で
申
請
（
保
険
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と
）
し
、
交
付
を
受
け
た

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療

機
関
で
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
外
来
や
複
数
の
医
療
機

関
へ
の
支
払
い
で
限
度
額
を
超
え

る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

後
日
の
申
請
に
よ
っ
て
支
給
を
受

け
る
か
た
ち
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
民
課
（

TEL
52-

７
１
１
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

４
月
号
３
ペ
ー
ジ
で
、
左
上
の

み
だ
し
「
特
集
　
平
成
18
年
度
予

算
」
は
「
特
集
　
平
成
19
年
度
予

算
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

※支給対象：12歳到達後の最初の３月31日までの間にある児童（小

学校修了前の児童）を養育している人に支給されます。ただし、

前年（１月～５月分の手当については前々年）の所得が一定額以

上の場合は、支給されません。

※支給手続き：児童を養育する家計の主たる生計維持者が申請し、

町長（公務員の人は勤務先）の認定を受けることにより、申請し

た翌月分から支給されます。

※支払時期：原則として、毎年２月・６月・12月に、それぞれの前

月分までが支給されます。

 
０歳以上３歳未満児童の場合 

第１子・第２子 

第１子・第２子 

第３子以降 

第３子以降 

平成19年３月まで 

平成19年３月まで 

平成19年４月から 

平成19年４月から 

月額５千円 

月額５千円　（変更なし） 

月額１万円　（変更なし） 

月額１万円（倍増） 

月額１万円（変更無し） 

３歳以上児童の場合 

70
歳
未
満
の
皆
さ
ん

高
額
療
養
費(

入
院
時)

の

立
て
替
え
払
い
が
不
要
に

国民健康保険
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広報めいわ　広報めいわ　2007年５月号年５月号 広報めいわ　2007年５月号 

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ５月17日（木）＝
平成16年10月生まれ、６月14日

（木）＝平成16年11月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 5月11日（金）＝
平成17年10月生まれ、6月8日

（金）＝平成17年11月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ５月18日（金）＝
平成15年10月生まれ、６月15

日（金）＝平成15年11月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 ５月 2 5 日

（金）＝乳幼児で月齢は不問
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10時

30分、午後１時30分～２時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・電

話番号を前日までに保健福祉セ

ンターへ

すこやか赤ちゃん教室

●とき・対象者 ５月 1 5 日

（火）＝平成18年12月～平成19
年３月生まれの人（今まで参加

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ

３月16日 
～４月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

73件 

17件 

28人 

0人 

56件 

216件 

47件 

77人 

0人 

169件 

＋33件 

＋9件 

＋29人 

重傷者数 0人 2人 ±0人 

－1人 

＋24件 

■町内の交通事故発生状況（平成19年４月15日現在） 

～ 自転車も　ハンドル握れば　ドライバー ～ 

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,206人　 

11,208人　 

11,998人　 

7,553世帯 

４月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

19人 

9人 

144人 

114人 

３月中の異動 

保保
健健
福福
祉祉
セセ
ンン
タタ
ーー
でで

各各
種種
がが
んん
検検
診診

５
月
７
日
（月）
か
ら
予
約
開
始

■
と
き

５
月
22
日

（火）

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
・
時
間

▽
胃
が
ん
検

診
＝
午
前
８
時
〜
10
時
▽
乳
が

ん
検
診
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
（
エ
コ
ー
検
査
）
・
午
後
１

時
〜
２
時
30
分
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
）
▽
子
宮
が
ん
検

診
＝
午
後
１
時
〜
２
時

■
検
診
料
金
・
定
員

▽
胃
が
ん

検
診
＝
１
０
０
０
円
・
50
人
▽

乳
が
ん
検
診
＝
各
７
０
０
円
・

各
40
人
、
▽
子
宮
が
ん
検
診
＝

７
０
０
円
・
50
人

※
胃
が
ん
検
診
は
30
歳
以
上
の
人

が
対
象
で
す
。
前
日
午
後
９
時
以

降
の
飲
食
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
胃
の
手
術
を
さ
れ
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
乳
が
ん
検
診
の
エ
コ
ー
検
査
は

50
歳
未
満
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
は
50
歳
以
上
の
人
が
対
象
で

す
。
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
授
乳
中
の
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
本
年
度
か
ら

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
２
年

に
１
度
の
受
診
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
の
予
約
は
、
昭
和
の
奇
数
年
生

ま
れ
の
方
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

※
子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の

人
が
対
象
で
す
。

※
各
検
診
の
受
診
予
約
申
し
込
み

は
、
５
月
７
日

（月）
か
ら
開
始
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（

TEL
52-

７

１
２
７
）
へ
。
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町
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
お
よ
び
普
及
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
を
設
置
す
る
際
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

■
補
助
対
象
設
備
と
補
助
額

(1)
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
　
１

件
当
た
り
12
万
円

(2)
前
記
(1)
と
同
時
に
設
置
す
る
二

酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
器
　
１
件
当
た
り
２
万
円

(3)
前
記
(1)
と
同
時
に
設
置
す
る
家

庭
用
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器

１
件
当
た
り
５
万
円

(4)
小
型
風
力
発
電
設
備
　
１
件
当

た
り
６
万
円

■
応
募
資
格

本
年
度
新
た
に
対
象
設
備
を
設

町
で
は
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
木
造
住

宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
は
じ
め
、

耐
震
補
強
に
対
す
る
補
助
な
ど
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
木
造
住
宅
耐
震
補
強
計
画
補
助

（
新
制
度
、
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
実
施
）

無
料
耐
震
診
断
を
受
け
て
、
総

合
評
点
1.0
未
満
（
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
安

全
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
部
分
を

補
強
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
計
画
す

る
費
用
つ
い
て
、
二
分
の
一
ま
た

は
10
万
円
と
比
較
し
て
、
い
ず
れ

か
少
な
い
額
を
補
助
し
ま
す
。

■
木
造
住
宅
耐
震
補
強
補
助

無
料
耐
震
診
断
を
受
け
て
、
総

合
評
点
1.0
未
満
（
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

世
帯
構
成
員
が
60
歳
以
上
、
か
つ
、

明
和
消
防
署
で
は
、
普
通
救
命

講
習
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

家
族
や
同
僚
の
方
が
も
し
も
の

と
き
、
救
命
の
手
助
け
が
で
き
る

応
急
手
当
の
講
習
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

５
月
27
日

（日）

午
前

９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

町
中
央
公
民
館
１
階

日
本
間

■
内
容

応
急
手
当
の
重
要
性
、

心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
人
工
呼
吸
）
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
、
そ
の
ほ
か

■
募
集
人
員

30
人

■
受
講
料

無
料

■
受
講
申
し
込
み

５
月
10
日

（木）

か
ら
20
日

（日）
ま
で
の
間
に
、
明

和
消
防
署
ま
た
は
最
寄
の
消
防

署
・
分
署
で
、
受
講
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消
防

組
合
明
和
消
防
署
（

TEL
52-

５
６

０
０
）
へ
。

普
通
救
命
講
習
会
の

参
加
者
を
募
集

太陽光発電など

家庭用新エネルギー

普及支援事業費補助

置
さ
れ
る
人
で
、
三
重
県
新
エ
ネ

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登
録
に
承
諾
し

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
啓
発
活
動
推
進

を
図
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
町
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
自
ら

が
所
有
す
る
住
宅
（
店
舗
等
の

併
用
住
宅
を
含
む
）
に
対
象
設

備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人

②
町
内
に
自
ら
の
居
住
の
用
に
供

す
る
た
め
、
新
築
す
る
住
宅

（
店
舗
等
の
併
用
住
宅
を
含
む
）

に
あ
わ
せ
て
対
象
設
備
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
人

③
町
内
に
お
い
て
対
象
設
備
を
設

置
し
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
よ

う
と
す
る
人

■
申
請
期
間

６
月
１
日

（金）
〜
29
日

（金）
（
土

曜
・
日
曜
を
除
く
）
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
に
交
付
申
請
書

を
企
画
課
へ
提
出
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

■
募
集
件
数

20
件
程
度
（
予
算
の
範
囲
内
）

※
補
助
要
綱
、
申
請
様
式
に
つ
い

て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
画

課
（

TEL
52-

７
１
１
２
・
E
メ
ー

ルk
ik
a
k
u
@
to
w
n
.m
ie
-

m
e
iw
a
.lg
.jp

）
へ
。

世
帯
収
入
が
月
額
で
約
39
万
円
以

下
の
条
件
を
満
た
し
、
補
強
計
画

に
基
づ
く
補
強
工
事
を
行
っ
た
場

合
、
工
事
に
か
か
る
費
用
に
つ
い

て
、
三
分
の
二
ま
た
は
60
万
円
と

比
較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額

を
補
助
し
ま
す
。

■
木
造
住
宅
耐
震
部
分
補
強
補
助

（
新
制
度
、
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
実
施
）

無
料
耐
震
診
断
を
受
け
て
、
総

合
評
点
1.0
未
満
（
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

補
強
計
画
に
基
づ
く
部
分
的
な
工

事
（
居
間
や
寝
室
だ
け
の
部
分
的

な
補
強
等
）
を
行
っ
た
場
合
、
工

事
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
三

分
の
一
ま
た
は
20
万
円
と
比
較
し

て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
補
助

し
ま
す
。

部
分
補
強
補
助
に
つ
い
て
は
、

年
齢
制
限
や
所
得
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（

TEL
52-

７
１
１
２
）
へ
。

我
が
家
の
防
災
対
策
　
地
震
か
ら
身
を
守
ろ
う

無
料
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強

補
助
制
度
の
拡
充
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口座振替領収済通知と
翌月再振替を廃止します

これまで、皆さまの介護保険料や

町税等、また、保育所の保育料を口

座引き落としさせていただいた際、

毎回「口座振替領収済通知書」を送

付してきましたが、各金融機関との

システム統一に伴い、平成19年５月

引き落とし分から、通知書の送付を

廃止させていただくことになりまし

た。

併せて、毎月27日の通常振替時に

引き落とし不能であった場合の、翌

月の再振替を廃止させていただきま

す。

毎月の通常振替で引き落としでき

なかった場合は、口座振替不能通知

書と納付書を送付しますので、この

納付書により納付いただきますよう

お願いします。

おそれいりますが、預貯金通帳へ

の詳細な記帳記載を行いますので、

引き落としの結果は、皆さまの支払

口座通帳でご確認ください。ご理解

とご協力をお願いします。

なお、車検時に使用する軽自動車

税、所得税確定申告時に使用する国

民健康保険税・介護保険料の納付済

額については、各個人あて通知しま

す。

詳しくは、税務課（TEL52-7113）、
または福祉課（TEL52-7115）まで
お問い合わせください。

トーア自動車学校では、春の全国

交通安全運動（５月11日（金）～20
日（日））の一環として、地域の皆
さんに学校施設を無料開放します。

交通安全教室、模擬飲酒運転体験、

高齢者講習、各種免許取得相談、お

楽しみゲーム大会など各種イベント

を開催しますので、ご近所お誘い合

わせの上、ぜひお出かけください。

■とき ５月11日（金） 午後１時

30分～午後４時（イベント参加受

付は午後１時20分～）

※詳しくは、トーア自動車学校総務

部（TEL52-2111）へ。

中央公民館では、平成19年度公民

館講座開講式を次のとおり行いま

す。

■とき ５月26日（土） 午前９時30

分～（受け付け　午前９時15分～）

■ところ 中央公民館大集会場

■内容 午前９時30分～　開講式、

午前10時10分～　松阪地区広域

消防組合音楽隊の演奏

※詳しくは、中央公民館（TEL52-
7132）へ。

中央公民館講座の
開講式

トーア自動車学校を
１日開放

税務課・福祉課から
お知らせ

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・×

●固定資産税・×

●軽自動車税・全期

●国民健康保険税・２期

●介護保険料・２期

大規模小売店舗新設の公告

大規模小売店舗立地法に基づき、県において次のとおり新設の届出が公

告されましたので、お知らせいたします。

なお、公告された届出書は縦覧場所以外に、役場産業課商工観光係でも

閲覧できます。

◆届出書の主な内容

１．大規模小売店舗の名称及び所在地

名称：（仮称）ぎゅーとらラブリー明和店・ジップドラッグ明和店

所在地：三重県多気郡明和町有爾中207番地外

２．大規模小売店舗を設置する者

名称：オリックス・アルファ株式会社　

所在地：東京都港区芝３丁目22番８号

３．大規模小売店舗の新設をする日

平成19年11月16日

４．届出等の縦覧場所

三重県農水商工部観光局　観光・交流室、松阪農林商工環境事務所

５．届出等の縦覧の期間及び時間

７月30日（月）まで。開庁日の午前９時から午後５時まで
※紙面の都合上、内容については抜粋してあります。
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ５月27日（日） 午後２時～＝絵本

「そらまめくんのベッド」、紙芝居「きんのだんご」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】

１日(火)・７日(月)・14日(月)・21日(月)・28日(月)・31日(木)
【開館時間変更のお知らせ】

平　日　午前９時30分～午後７時

土・日 午前９時30分～午後５時30分

なお、３日・４日・５日は土・日の時間で開館します。

※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

７日 （月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
21日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●「古代の香り体験」
～お香の話と練香づくり～

ただいま予約受付中！

■とき ５月13日（日） 午後１時～３時

■内容 京都の香老舗「松栄堂」から講師を招いて、

お香の歴史を学んで練香づくりを体験します。香

木などの天然香料の粉末を丸薬状に練り上げてつ

くるお香です。

■参加費 2,800円

■定員 40人

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）へ。
発
行
日
／
平
成
1
9
年
５
月
１
日
 

発
　
行
／
明
和
町
 

〒
515－

0332 三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
 

T
EL 0596 －

52－
7114　

FA
X
 0596－

52－
7133

【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

■最大震度別地震回数（平成19年３月11日～４月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

301 108 44 7 3 0 0 1 0 464

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

雅スポーツ少年団（小学生女子ソフトボール）

２年前にオール明和ガールズとして活動を始

め、雅スポーツ少年団として本格的に取り組み

始めて１年目。町内小学校の３年生から６年生

の女子23名の団員で「①明るく元気に楽しく

②礼儀正しく　③仲間を大切に」をモットーに

毎週土・日に明和中学校第２グラウンドで練習

に励んでいます。

３月17日・18日に岐阜県大垣市で開催された

東海地域新人大会では、日ごろの練習の成果を

発揮し、見事３位に輝きました。

ソフトボールに興味のある子、運動好きの子、

友達を増やしたい子。一度、明るく楽しい練習の

様子を見学に来てください！お待ちしています。

雅スポーツ少年団ホームページ

http://www.geocities.jp/miyabi_meiwa/

創部１年目の快挙

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センターTEL52-7127
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉事務所TEL0598-50-0520
※お気軽に、まずはお電話してください。

5
-2
0
0
7

N
o
.4
7
4

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

9.2

9.0

8.2

9.4

6.4

8.3

7.6

8.0

6.8

採水日（３月７日） 

祓　川（下御糸橋） 1.1

1.7

2.1

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 


